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一部変えていますが、以下は「シベリアの黒い太陽」という報告書からの転載です。なお現在のロシ

アは当時ソビエト連邦、略してソ連でした。

「日ソ文化比較論」

シベリアという所は涼しく、朝晩は寒くてセーターがいると聞いていたが、何の事は無い、ハバロフ

スクは日本以上に蒸し暑く、喉も渇く所であった。しかも生水が飲めないとあれば、大の男たる者ビー

ルしか飲む物は無いのが当然。ところがこのビール、なかなか売っていない。

市内見物の折り、唯一の自動販売機に飲み物があるのを見て、その色といい泡立ち具合といい、てっ

きりビールと早合点して大枚３カペイカ（約１０円）を払って飲んだ飲み物は単なる色付き水に過ぎな

かった。こうなると絶対にビールを飲む、飲みたいという気持ちは強くなるばかり。しかしホテルのバ

ー、レストランには無い。あきらめかけていたところ、ホテル出発迄１時間位の時、屋上のティールー

ム風のところで遂にビール（ロシア語でピーバ）を見つけ、やっと飲むことが出来た。冷えてもいない

し、日本のビールに比べれば、さして旨くもないのであるが、久々のビールに感激して数本飲んだ。そ

して出発。バスが空港に着くあたりで尿意を覚えたのであるが、空港混雑の為バス内で待機。やっとバ

スを降りた時はかなり深刻な状態。必死でトイレを探し、そこへ行こうとすると係官が制止。「トイレ！」

と叫んだが官僚的に「ニェット」の一点張り。うろうろした挙げ句、ロシア人用公衆便所が数百メート

ル先にあるのを知り駆け足で向かった。数十メートル先から匂いがもれてくる。ああ良かったと思いさ

らに進む。ところが出てきた人が道路の水溜まりで靴を洗っている。不審に思ったが、こちらは漏れる

寸前。深く考えずに突き進む。ここで我が隊の Y君が出てくるのにバッタリ。人の気も知らないで「こ

こへは入らない方が良い」と口を押さえて言う。何のコッチャ、こちらは限界１２０％！ひたすら行く

のみ。

入口を覗いた瞬間ギョッとした。小便器風の物に７～８人のロシア人が腰掛けてこちらを睨んでいる。

外国人は使用禁止だろうか？構うものか。しかしあれは大便、では小便はと見ると先に行ったロシア人

がチャックをはずし構えている。これだなとホッとして良く見ると、板が２枚斜めに組み合わさってそ

こを小水が流れる仕組み、さて垂れ流し風に見えるがと目を床に転ずると１～２ｃｍの深さ。ウワーと

思ったが戸外での立ションは厳罰。仕方なくズボンをたくし上げ、爪先立ちで進む。やっと放尿。とこ

ろがビールのせいかしつこく出る。早く脱出したいのであるが、尿はなかなか完了してくれない。息を

止めていたが遂に呼吸困難で息を吸う。とスサマジイ臭気、咳は出る、目はしみる、オエッとはなるの

始末。Y君の顔を思い出す。やっと終えて外へ出たところで靴を洗う。意味判明！

出す前、出した後共に死にそうな苦しみだった。しかしあの公衆便所に比べれば、日本の公衆便所の

何とキレイなことかと、しみじみ日ソ両国の文化比較をしたものである。
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下の写真が報告書巻頭にある恥ずかしいピンボケ写真のカラー版です。これをご覧になった方は、

是非 1983 年インドネシア日食のレポートもご覧下さい。


